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私
の
心
に
残
る
ロ
ー
タ
リ
ー 

体
験
を
語
る
月
間（
地
区
）

 

平
成
27
年
５
月
21
日
（
木
） 

地
区
研
修
・
協
議
会
報
告 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

 
 

会
員 

57
名 

 
 

出
席
計
算
数 48

名
中
43
名
出
席 

出
席
率
89
・
58
％ 

前
々
回
出
席
率
86
・
00
％ 

 
 

例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

★
感
謝
状
披
露 

・
日
本
介
助
犬
協
会 

★
ネ
パ
ー
ル
地
震
義
援
金
贈
呈 

 
 

★
鬼
頭
地
区
研
修
・
協
議
会
実
行
委
員
長 

・
運
営
協
力
の
御
礼 

★
武
藤
会
員
組
織
副
委
員
長 

・
会
員
組
織
ア
ン
ケ
ー
ト
報
告 

★
卓 

話
「
地
区
研
修
・
協
議
会
報
告
」 

  

ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

 

「
奉
仕
の
理
想
」 

 

指 

揮 

者 

岡
村 

隆
德 

ピ
ア
ノ
伴
奏 

冨
板 

玲
子 

  

ゲ
ス
ト 

ニ
ル
マ
ニ
さ
ん（
ビ
ジ
タ
ー
）
ご
夫
人 

 
 

 
 

 
 

 
 

長
谷
川
裕
子
さ
ん 

  

ビ
ジ
タ
ー 

カ
ト
マ
ン
ズ
ニ
ュ
ー
シ
テ
ィ
ー
ロ
ー
ド
Ｒ
Ｃ 

ニ
ル
マ
ニ
・
ラ
ル
・ 

 
 

 

シ
ェ
レ
ス
タ
さ
ん 

  

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

地
区
研
修
・
協
議
会
ご
く
ろ
う
さ
ん
で

し
た
。 

 
 

 
 

 
 

髙
木 

政
義 

地
区
研
修
・
協
議
会
は
皆
様
の
ご
協
力

で
無
事
終
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

鬼
頭 

茂
成
・
大
原 

敏
正 

久
し
ぶ
り
で
す
。 

 
 

小
笠
原
和
俊 

小
笠
原
君
マ
ー
ジ
ャ
ン
大
会
優
勝
お
め

で
と
う
。 

 
 

 
 

 

尾
上 

 

昇 

中
原
さ
ん
、
長
い
間
御
苦
労
さ
ま
で
し

た
。 

 
 

 
 

 
 

 

岩
崎 

征
一 

草
野
先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

渡
辺 

観
永 

結
婚
記
念
月
で
す
。
あ
っ
と
い
う
間
の

36
年
間
で
し
た
。 

 

前
田 

隆
久 

妻
の
誕
生
月
で
す
。
渡
辺
さ
ん
い
つ
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 春

日
井
和
良 

誕
生
月
で
す
。 

 
 

 

佐
藤 

 

彰 
  

会
長
挨
拶 

 

会
長 

髙
木 

政
義 

 
10
日
の
日
曜
日
、
名
古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ

が
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
で
あ
る「
地
区
研
修
・

協
議
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
例
会

変
更
に
よ
る
全
会
員
の
協
力
そ
し
て
実

行
委
員
会
、
事
務
局
の
熱
心
な
準
備
作

業
に
よ
り
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

安
堵
し
て
い
ま
す
。 

週
末
の
16
日
に
愛
・
地
球
博
記
念
公

園
内
で
日
本
介
助
犬
協
会
に
よ
る
「
介

助
犬
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５
」
が
あ
り
ま

し
た
。
協
会
よ
り
感
謝
状
の
贈
呈
が
あ

り
出
席
し
ま
し
た
。
当
日
は
天
気
も
回

復
し
大
変
な
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。
橋
本

久
美
子
会
長
か
ら
感
謝
状
を
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
会
長
は
橋
本
元
総
理
大
臣

の
ご
夫
人
で
元
気
な
様
子
に
驚
き
ま
し

た
。
今
後
も
介
助
犬
支
援
は
続
け
た
い

も
の
で
す
。 

昨
日
（
20
日
）
早
朝
に
セ
ン
ト
レ
ア

に
行
き
ま
し
た
。
受
入
青
少
年
交
換
学

生
の
ダ
ル
ト
ン
君
が
ア
メ
リ
カ
（
イ
ン

デ
ィ
ア
ナ
）
へ
帰
る
こ
と
に
な
っ
た
か

ら
で
す
。
通
常
は
７
月
の
帰
国
で
す
の

で
早
期
帰
国
で
す
。
原
因
は
彼
が
行
っ

た
不
法
行
為
で
す
。
交
換
学
生
と
し
て

許
さ
れ
な
い
こ
と
で
す
。
彼
の
日
本
で

の
生
活
に
関
与
し
た
者
と
し
て
、
ま
さ

に
残
念
の
一
言
で
す
。
今
回
の
事
案
か

ら
多
く
の
課
題
が
残
り
ま
し
た
。
ロ
ー

タ
リ
ー
の
青
少
年
交
換
事
業
の
意
義
を

認
め
つ
つ
も
多
く
の
問
題
が
気
が
か
り

で
す
。
も
ち
ろ
ん
ど
ん
な
事
業
も
完
璧

な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
以
前
地
区
青

少
年
交
換
委
員
会
の
あ
る
委
員
が
言
っ

て
い
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
事
が
あ
る

が
、派
遣
先
か
ら
帰
国
し
て
く
る
学
生
、

帰
国
す
る
受
入
学
生
た
ち
を
見
て
い
る

と
こ
の
事
業
を
し
て
本
当
に
良
か
っ
た

と
思
う
。
同
感
で
あ
り
ま
す
。 

 

地
区
研
修･

協
議
会
報
告 

次
年
度
ク
ラ
ブ
奉
仕
委
員
長 

 

大
原 

敏
正
さ
ん 

こ
の
分
科
会
は
ク
ラ
ブ
運
営
部
門
を

対
象
と
し
た
分
科
会
で
、
メ
イ
ン
テ
ー

マ
は
「
会
員
増
強
」
で
あ
っ
た
。 

先
ず
２
７
６
０
地
区
の
会
員
数
の
増

減
が
デ
ー
タ
で
示
さ
れ
、
２
０
０
９
年

か
ら
は
毎
年
約
２０
人
か
ら
７０
人
程
の 

 
       

会
員
数
減
少
が
２
０
１
３
年
ま
で
続
い

た
。
現
在
は
３
月
末
時
点
で
４
，８
３
３

名
で
、
２
０
１
０
年
の
会
員
数
ま
で
増

加
回
復
し
て
い
る
。
会
員
増
強
は
先
ず

退
会
者
を
減
ら
す
事
が
先
決
。 

地
区
が
ま
と
め
た
退
会
者
の
退
会
理

由
で
は
、
入
会
３
年
未
満
の
退
会
理
由

で
最
も
多
い
の
が
、入
会
前
の
説
明
と
、

入
会
後
の
ク
ラ
ブ
ラ
イ
フ
と
の
相
違
、

ギ
ャ
ッ
プ
感
覚
で
あ
っ
た
。
ほ
か
に
は

ク
ラ
ブ
運
営
が
つ
ま
ら
な
い
、
友
達
が

出
来
な
い
、
例
会
だ
け
で
は
打
ち
解
け

ら
れ
な
い
、
下
働
き
が
い
や
、
何
で
今

更
こ
ん
な
事
を
？
と
言
っ
た
意
見
が
紹

介
さ
れ
た
。 

入
会
３
年
か
ら
１０
年
未
満
で
は
、
あ

る
程
度
理
解
し
て
ク
ラ
ブ
ラ
イ
フ
が
面

白
く
な
っ
て
来
た
が
派
閥
に
巻
き
込
ま

れ
る
、
会
員
同
士
の
人
間
関
係
の
ト
ラ

ブ
ル
、
マ
ン
ネ
リ
、
活
動
に
飽
き
て
来

た
、
職
場
の
退
職
、
転
勤
等
会
社
の
事

情
が
多
く
な
っ
て
来
る
。 

入
会
１０
年
位
を
過
ぎ
る
と
ク
ラ
ブ
運

営
や
指
導
者
に
不 

満
が
出
る
一
方
、 

家
庭
や
会
社
の
事 

情
、
定
年
退
職
等 
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の
特
徴
が
出
て
来
る
よ
う
で
あ
る
。 

そ

の
た
め
退
会
防
止
策
と
し
て
は
会
員
個

別
の
情
報
の
早
期
の
入
手
と
、
き
め
細

や
か
な
早
め
の
対
応
が
大
切
で
あ
る
。

ま
た
対
策
と
し
て
趣
味
の
同
好
会
の
入

会
を
勧
め
る
、重
要
な
役
職
を
与
え
る
、

ロ
ー
タ
リ
ー
精
神
の
学
習
、
汗
を
か
く

奉
仕
活
動
に
参
加
す
る
、
お
互
い
マ
メ

に
声
掛
け
を
す
る
等
が
考
え
ら
れ
る
。 

一
方
、
会
員
増
強
に
も
特
効
薬
は
な

く
、
会
の
充
実
が
大
前
提
で
あ
る
。
そ

の
為
に
は
ク
ラ
ブ
が
長
期
計
画
を
立
て
、

将
来
の
会
員
数
を
会
全
体
と
し
て
明
確

化
す
る
。
そ
の
上
で
会
の
老
齢
化
を
防

ぐ
為
に
も
若
手
会
員
の
増
強
を
主
眼
に
、

二
世
会
員
の
入
会
と
女
性
会
員
を
増
や

す
事
が
今
後
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
地
道

に
ク
ラ
ブ
に
相
応
し
い
人
を
捜
す
外
に

特
効
薬
は
な
い
と
ま
と
め
ら
れ
た
。 

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
お
一
人
、
会
員
暦

６０
年
の
名
古
屋
ク
ラ
ブ
盛
田
和
昭
パ

ス
ト
ガ
バ
ナ
ー
は
「
組
織
が
大
規
模
に

な
る
と
大
企
業
病
に
陥
り
、
誰
か
が
や

る
だ
ろ
う
と
な
り
沈
滞
し
易
い
。」と
述

べ
ら
れ
た
。
会
員
一
人
一
人
が
お
客
様

意
識
を
捨
て
て
、
失
敗
を
恐
れ
ず
、
ど

ん
な
場
合
で
も
「I s

e
rv

e

」
の
意
識

を
強
く
持
ち
続
け
る
事
で
あ
る
と
再
認

識
し
た
。 

 

地
区
研
修･

協
議
会
報
告 

次
年
度
職
業
奉
仕
委
員
長 

 
 

宇
野 

史
仁
さ
ん 

（
次
号
以
降
に
掲
載
致
し
ま
す
。） 

 

地
区
研
修･

協
議
会
報
告 

次
年
度
社
会
奉
仕
委
員
長 

 
 

春
日
井
和
良
さ
ん         

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
次
年
度
、
社

会
奉
仕
委
員
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た

春
日
井
で
す
。地
区
研
修･

協
議
会
の
報

告
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

第
４
分
科
会
は
社
会
奉
仕
関
連
部
門

と
い
う
こ
と
で
、
社
会
奉
仕
以
外
で
地

区
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
副
委
員
長
、
同
じ

く
Ｉ
Ｔ
委
員
の
方
々
も
参
加
さ
れ
、「
地

域
に
目
を
向
け
た
奉
仕
活
動
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
各
リ
ー
ダ
ー
の
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。 

 

次
期
社
会
奉
仕
委
員
長
か
ら
は
、
災

害
な
ど
の
非
常
時
を
想
定
し
た
防
災
で

地
域
に
貢
献
し
て
行
く
よ
う
な
取
り
組

み
に
力
を
入
れ
て
ゆ
き
た
い
、Ｂ
Ｃ
Ｐ
：

企
業
継
続
計
画
な
ど
も
、
き
ち
ん
と
対

策
が
取
ら
れ
て
い
れ
ば
、
い
ざ
と
言
う

時
に
い
ち
早
く
地
域
へ
の
対
応
な
り
、

社
会
貢
献
に
つ
な
が
る
の
で
、
次
年
度

は
そ
の
よ
う
な
働
き
か
け
を
し
て
い
き

た
い
と
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

財
団
副
委
員
長
か
ら
は
地
区
補
助
金

を
う
ま
く
利
用
し
て
社
会
奉
仕
活
動
に

活
用
し
て
頂
き
た
い
、
と
の
お
話
し
で

し
た
。 

２
０
１
５-

１
６
年
度
は
55
ク
ラ
ブ

３
委
員
会
が
申
請
し
総
額
１
，
６
０
０

万
ぐ
ら
い
支
給
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中

で
社
会
奉
仕
奉
仕
関
連
で
も
い
く
つ
か

の
事
業
が
あ
る
の
で
、
ま
だ
ま
だ
大
い

に
利
用
し
て
頂
き
た
い
。
た
だ
、
前
年

度
の
１
～
３
月
中
に
申
請
し
８
月
以
降

に
補
助
金
が
支
給
と
い
う
こ
と
な
の
で
、

早
く
か
ら
の
計
画
立
案
が
必
要
な
の
で
、

そ
こ
は
充
分
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
と

の
こ
と
。 

次
に
、
Ｉ
Ｔ
委
員
の
杉
浦
さ
ん
か
ら

Ｗ
ｅ
ｂ
の
活
用
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。
２
７
６
０
文
庫
と
い
う
公
式

ペ
ー
ジ
が
あ
る
の
で
、
そ
ち
ら
か
ら
地

区
の
活
動
、
報
告
な
ど
情
報
を
得
て
活

動
に
生
か
し
て
頂
き
た
い
と
。 

あ
と
、
環
境
保
全
に
つ
い
て
は
、
愛

知
生
物
多
様
性
戦
略
２
０
２
０
と
い
う

Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
で
採
択
さ
れ
た
目
標
達
成
に

向
け
た
自
然
環
境
の
保
全
と
再
生
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
そ
っ
た
活
動
を
推
進
し

て
い
く
そ
う
で
す
。 

最
後
に
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
：
ロ
ー
タ
リ
ー
地

域
社
会
共
同
隊
に
つ
い
て
、
当
地
区
に

14
ク
ラ
ブ
が
提
唱
さ
れ
た
15
の
隊
が

活
動
さ
れ
て
い
て
、
地
元
の
人
達
を
ロ

ー
タ
リ
ー
の
奉
仕
活
動
の
輪
の
中
に
巻

き
込
ん
で
、
共
に
行
動
し
て
い
る
そ
う

で
す
。
そ
う
い
っ
た
意
味
か
ら
、
Ｒ
Ｃ

Ｃ
は
Ｒ
Ｃ
の
存
在
を
地
域
の
人
々
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
最
良
の
手
段
と
な
る
の
で
、

是
非
、
新
た
な
Ｒ
Ｃ
Ｃ
の
提
唱
を
検
討

し
て
頂
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。 

以
上
、
簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
、
報

告
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

地
区
研
修･

協
議
会
報
告 

次
年
度
国
際
奉
仕
委
員
長 

 
 

岡
村 

隆
德
さ
ん 

（
次
号
以
降
に
掲
載
致
し
ま
す
。） 

 

地
区
研
修･

協
議
会
報
告 

次
年
度
青
少
年
奉
仕
委
員
長 

 

川
畑 

博
敬
さ
ん        

 

１
．
次
年
度
地
区
青
少
年
奉
仕
委
員
長 

寺
本
善
雄
さ
ん（
名
古
屋
み
な
と
Ｒ
Ｃ
）

 

青
少
年
奉
仕
に
と
っ
て
、
若
い
世
代

の
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
認
識
し
つ
つ
、
よ

り
よ
き
未
来
を
も
た
ら
す
た
め
に
彼
ら

の
生
活
力
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

若
い
人
々
に
将
来
の
準
備
を
さ
せ
る
こ

と
は
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
の
責
務
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
指
導
力
養
成
活
動
、

社
会
奉
仕
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
国
際
奉
仕

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
、
世
界
平
和

と
異
文
化
の
理
解
を
深
め
育
む
交
換
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
青
少
年
の
健
全

育
成
を
目
的
に
、
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
、

ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
、
ラ
イ
ラ
、
青
少
年

交
換
の
４
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
積
極
的

に
活
動
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
り

ま
し
た
。 

２
．次
年
度
青
少
年
奉
仕
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー 

松
本
宏
さ
ん（
パ
ス
ト
ガ
バ
ナ
ー
）

 

青
少
年
奉
仕
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
次

の
活
動
が
あ
る
と
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

①
青
少
年
と
接
す
る
際
の
行
動
規
範
に 

関
す
る
声
明
。 

②
新
世
代
の
た
め
の
月
間
中
の 

活
動
奨
励
。 

③
新
世
代
の
た
め
の
会
議
。 

（
地
域
の
指
導
者
と
の
討
論
の
場
の
提
供
）

 

④
障
害
の
あ
る
青
少
年
に
対
す
る 

支
援
活
動
。 

⑤
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
の
育
成
と 

支
援
活
動
。 

⑥
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
の
育
成
と 

支
援
活
動
。 

⑦
ロ
ー
タ
リ
ー
青
少
年
指
導
者
養
成 

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
支
援
と
参
加
活
動
。

 

⑧
青
少
年
交
換
の
支
援
活
動
。 

⑨
青
少
年
の
薬
物
乱
用
防
止
活
動
。 

⑩
児
童
虐
待
防
止
活
動
。 

⑪
教
育
問
題
。 

３
．
次
年
度
地
区
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
委
員
長 

奥
田
清
仁
さ
ん（
豊
田
Ｒ
Ｃ
）

 

１
９
６
２
年
に
米
国
フ
ロ
リ
ダ
州
の
メ

ル
ボ
ル
ン
高
校
に
世
界
で
最
初
の
イ
ン

タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
が
誕
生
し
て
以
来
、

現
在
で
は
１
２
０
以
上
の
国
や
地
域
に
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お
い
て
25
万
人
以
上
の
青
少
年
が
、
地

域
の
た
め
の
奉
仕
活
動
や
国
際
理
解
を

深
め
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
２
７
６

０
地
区
で
は
、
16
の
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト

ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
地
区
内
ク
ラ
ブ
同
士

の
交
流
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た

情
報
の
共
有
化
な
ど
盛
ん
で
あ
り
、
会

員
数
の
増
加
や
新
し
い
事
業
の
取
り
組

み
な
ど
更
な
る
活
性
化
が
見
ら
れ
、
来

年
度
は
１
つ
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ

が
誕
生
す
る
と
の
こ
と
で
す
。 

４
．
次
年
度
地
区
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
委
員
長 

西
本
一
幸
さ
ん（
名
古
屋
南
Ｒ
Ｃ
）

 

２
７
６
０
地
区
に
あ
る
９
つ
の
ロ
ー
タ

ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
の
総
会
員
数
は
依
然

と
し
て
減
少
傾
向
に
あ
り
、
今
年
度
１

２
０
名
の
会
員
数
は
次
年
度
１
０
０
名

以
下
に
な
り
そ
う
で
、
今
後
の
活
動
内

容
に
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
も
提
唱
ク
ラ
ブ

も
方
向
感
を
失
っ
て
い
る
状
況
だ
そ
う

で
す
。 

５
．
次
年
度
地
区
Ｒ
Ｙ
Ｌ
Ａ
委
員
長 

竹
内
幹
尚
さ
ん（
豊
川
Ｒ
Ｃ
）

 

１
９
５
９
年
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

ク
イ
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
の
自
治
権
獲
得
１

０
０
周
年
記
念
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ア

レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
女
王
が
臨
席
さ
れ
た

際
、
女
王
と
同
世
代
の
青
年
た
ち
と
語

ら
い
の
場
を
作
っ
た
の
が
始
ま
り
で
、

こ
れ
を
青
少
年
指
導
者
養
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
発
展
さ
せ
た
の
が
Ｒ
Ｙ
Ｌ
Ａ

で
す
。
次
年
度
は
第
24
回
に
な
る
Ｒ
Ｙ

Ｌ
Ａ
セ
ミ
ナ
ー
に
多
く
の
青
年
の
参
加

協
力
と
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
と
の
こ

と
で
し
た
。 

６
．
次
年
度
地
区
青
少
年
交
換
委
員
長 

岡
田
雅
隆
さ
ん（
犬
山
Ｒ
Ｃ
）

 

１
９
２
９
年
米
国
と
デ
ン
マ
ー
ク
、

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
の

子
供
た
ち
の
交
換
留
学
を
機
に
、
皆
様

ご
存
知
の
と
お
り
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。
次
年
度
は
10
名
以
内
の
派
遣
学
生

を
募
集
し
て
お
り
、
現
状
７
名
の
希
望

者
が
あ
り
ま
す
。 

１
９
６
８
年
か
ら
の
実
績
で
は
、
高

浜
Ｒ
Ｃ
が
１
番
、
名
古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ
が

２
番
、
小
牧
Ｒ
Ｃ
が
３
番
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
直
近
10
年
間
で
は
、
名
古
屋

大
須
Ｒ
Ｃ
が
１
番
で
、
高
浜
Ｒ
Ｃ
が
２

番
、
続
い
て
稲
沢
Ｒ
Ｃ
と
名
古
屋
名
駅

Ｒ
Ｃ
が
３
番
と
い
う
状
況
で
す
。 

青
少
年
交
換
委
員
会
で
の
問
題
点
と

し
て
は
、
地
区
全
体
の
会
員
数
の
減
少

並
び
に
高
齢
化
に
よ
り
、
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
確
保
が
難
し
く
交
換
事
業
を

中
止
す
る
ク
ラ
ブ
が
増
え
て
い
る
こ
と

で
す
。
ま
た
、
交
換
学
生
と
し
て
来
日

し
て
く
る
外
国
人
留
学
生
の
質
の
低
下

な
ど
に
起
因
す
る
問
題
な
ど
を
抱
え
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

 

感
謝
状
披
露 

「
介
助
犬
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５
」 

５
月
16
日
（
土
）
愛
・
地
球
博
記
念

公
園
（
モ
リ
コ
ロ
パ
ー
ク
）
内
特
設
会

場
で
日
本
介
助
犬
協
会
主
催
の
第
５
回

介
助
犬
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。  

当
日
朝
は
生
憎
の
小
雨
模
様
に
も
関 

                 わ
ら
ず
、
全
国
か
ら
介
助
犬
を
伴
っ
た

障
害
者
の
方
や
介
助
犬
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
さ
れ
て
い
る
、
介
助
犬
に
興
味
を

持
っ
て
い
る
方
な
ど
５
，
０
０
０
人
以

上
が
集
ま
り
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

朝
10
時
の
開
会
と
共
に
介
助
犬
普

及
支
援
に
尽
力
さ
れ
た
２
団
体
２
個
人

に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
当
名
古
屋
大
須

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
も
大
須
地
区
、
大

須
小
学
校
、
Ｗ
Ｆ
Ｆ
で
の
周
知
活
動
に

対
し
、
協
会
か
ら
髙
木
政
義
会
長
に
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
他
に
名
古
屋

東
山
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
動
物
病
院
、

動
物
眼
科
病
院
が
協
会
の
橋
本
理
事
長

か
ら
感
謝
状
が
送
ら
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
ま
た
介
助
犬
普
及
大
使
の
ジ

ュ
デ
ィ
オ
ン
グ
さ
ん
も
来
ら
れ
熱
く
普

及
に
つ
い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。 

 

ネ
パ
ー
ル
地
震
義
援
金
贈
呈 

 
 

髙
木
政
義
会
長
よ
り
、
カ
ト
マ
ン
ズ 

ニ
ュ
ー
シ
テ
ィ
ー
ロ
ー
ド
Ｒ
Ｃ 

ニ
ル

マ
ニ
・
ラ
ル
・
シ
ェ
レ
ス
タ
さ
ん
へ
義

援
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

      

     

受
入
青
少
年
交
換
学
生 

帰
国 

青
少
年
奉
仕
委
員
長 

宇
野 

史
仁 

受
入
青
少
年
交
換
学
生
の
ダ
ル
ト
ン 

                

・
レ
ー
ン
・
ベ
イ
カ
ー
く
ん
が
、５
月
20

日
（
水
）
予
定
よ
り
早
く
留
学
を
終
え
、

多
く
の
思
い
出
と
と
も
に
ア
メ
リ
カ
へ

帰
国
し
ま
し
た
。 

滞
在
中
に
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を

は
じ
め
多
く
の
会
員
の
皆
様
に
ご
支
援

を
頂
き
ま
し
た
。
青
少
年
奉
仕
委
員
会

よ
り
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

派
遣
青
少
年
交
換
学
生 

報
告 

 

「
マ
ン
ス
リ
ー
レ
ポ
ー
ト
」 

青
少
年
交
換
学
生 

伊
藤 

彩
香 

こ
ん
に
ち
は
。
こ
ち
ら
に
来
て
８
ヶ

月
が
た
ち
ま
し
た
。
４
月
に
入
っ
て
か

ら
は
暖
か
い
日
が
続
い
た
り
、
寒
い
日

が
続
い
た
り
と
気
温
差
の
大
き
い
日
が

続
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
下
旬
に
入
っ

て
か
ら
は
20
℃
を
超
え
る
日
が
続
き
、

や
っ
と
木
々
に
緑
の
葉
が
つ
き
ま
し
た
。

25
℃
の
気
温
だ
っ
た
日
の
後
、
雨
が
降

り
、
１
日
か
２
日
で
い
っ
せ
い
に
緑
の

芽
が
出
て
葉
を
広
げ
だ
し
ま
し
た
。
こ

ん
な
に
は
っ
き
り
と
木
々
の
成
長
を
、

春
の
訪
れ
を
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の

で
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。 

外
で
友
達
と
遊
ぶ
こ
と
も
多
く
な
り
、

鬼
ご
っ
こ
や
サ
ッ
カ
ー
、
野
球
を
し
た

り
、
の
ん
び
り
座
っ
て
本
を
読
ん
だ
り

と
と
て
も
楽
し
い
で
す
。
ミ
ネ
ソ
タ
に

い
る
か
ら
わ
か
る
春
の
訪
れ
の
暖
か
さ

だ
な
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
ホ
ス
ト
フ

ァ
ザ
ー
が
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
に
連
れ
て
行

っ
て
く
だ
さ
り
、
ス
ペ
リ
オ
ル
湖
の
中

を
歩
い
て
た
く
さ
ん
ワ
カ
サ
ギ
を
釣
り 
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ま
し
た
！

大
き
な
網

を
持
っ
て
、

湖
に
入
っ

て
行
い
ま

す
！
日
本

と
は
な
か

な
か
違
っ

た
や
り
方

に
驚
き
ま

し
た
。
釣

っ
た
後
は
、

み
ん
な
で 

か
ら
揚
げ
に
し
て
食
べ
ま
し
た
！
魚
好

き
の
日
本
人
に
と
っ
て
は
懐
か
し
い
日

本
の
味
、
ミ
ネ
ソ
タ
の
味
で
し
た
！ 

学
校
で
は
陸
上
部
に
入
り
、
毎
日
楽

し
く
友
達
と
走
っ
て
い
ま
す
。
時
々
学

校
の
外
を
ジ
ョ
ギ
ン
グ
し
て
、
湖
に
行

っ
た
り
…
と
い
ろ
い
ろ
探
検
し
て
い
ま

す
！ 

レ
ー
ス
に
も
参
加
し
た
の
で
す
が
、

初
め
て
の
レ
ー
ス
で
ゴ
ー
ル
を
目
前
に

転
び
ま
し
た
。
し
か
し
皆
さ
ん
声
を
か

け
て
く
だ
さ
っ
て
、
最
後
ま
で
走
り
き

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
チ
ー
ム
メ
イ

ト
や
コ
ー
チ
、他
の
学
校
の
選
手
な
ど
、

終
わ
っ
た
後
に
は
「G

o
o

d
 J

o
b

!!

」

と
励
ま
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
優
し

い
方
々
、
応
援
し
て
く
だ
さ
る
方
々
が

い
て
、
私
は
本
当
に
幸
せ
だ
と
感
じ
ま

し
た
。 

そ
の
後
の
レ
ー
ス
か
ら
は
転
ば
な
い

よ
う
に
気
を
つ
け
て
、
い
い
タ
イ
ム
が

取
れ
る
よ
う
に
毎
日
練
習
を
楽
し
く
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
！ 

４
月
の
終
わ
り
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の

学
校
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
、
プ
ロ
ム
が

あ
り
ま
し
た
！
私
も
友
達
と
ド
レ
ス
を

着
て
参
加
し
ま
し
た
。
ド
レ
ス
ア
ッ
プ

か
ら
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
ま
で
、
準
備
を
す

る
の
も
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
！ 

ダ
ン
ス
に
行
っ
て
、た
く
さ
ん
食
べ
て
、

写
真
を
た
く
さ
ん
と
っ
て
…
と
私
に
と

っ
て
は
最
初
で
最
後
の
と
て
も
楽
し
い

プ
ロ
ム
で
し
た
！ 

今
で
は
私
は
た
く
さ
ん
の
友
達
に
か
こ

ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
に
来
た
こ
ろ

は
、
周
り
に
は
知
っ
て
い
る
人
は
誰
も

い
ず
、
も
ち
ろ
ん
日
本
語
を
話
せ
る
方

も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
私
か
ら

話
し
か
け
れ
ば
、
皆
さ
ん
快
く
迎
え
入

れ
て
く
だ
さ
る
と
て
も
い
い
方
々
で
し

た
。
い
つ
も
助
け
て
く
れ
る
、
励
ま
し

て
く
れ
る
、
一
緒
に
笑
っ
た
り
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
す
友
達
と
家
族
で
す
。 

              

 

５
月
７
日
か
ら
10
日
に
は
ロ
ー
タ
リ

ー
のD

is
tric

t C
o

n
fe

re
n

c
e

が

あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
私
た
ちin

b
 

-
o

u
n

d
s

と
来
年
他
の
国
に
派
遣
さ

れ
るo

u
tb

o
u

n
d

s

で
タ
レ
ン
ト
シ

ョ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
み
ん
な
が
そ
れ

ぞ
れ
自
分
の
特
技
を
活
か
し
た
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
し
て
、
本
当
に
い
い
も
の

を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
！

私
は
何
人
か
の
留
学
生
た
ち
と
、
ダ
ン

ス
を
踊
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
ス

ピ
ー
チ
、
ギ
タ
ー
、
ピ
ア
ノ
の
弾
き
語

り
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
作
っ
た
留
学

生
も
い
ま
し
た
！ 

 

タ
レ
ン
ト
シ
ョ
ー
の
ほ
か
に
も
、
ロ

ー
タ
リ
ア
ン
の
方
々
と
デ
ィ
ナ
ー
や
ラ

ン
チ
を
い
た
だ
き
、留
学
生
に
つ
い
て
、

私
の
こ
と
や
日
本
の
こ
と
に
つ
い
て
な

ど
、
お
話
で
き
る
機
会
が
た
く
さ
ん
あ

り
と
て
も
充
実
し
た
時
間
で
し
た
。
ロ

ー
タ
リ
ー
の
活
動
報
告
な
ど
の
ス
ピ
ー

チ
を
聞
く
こ
と
も
で
き
、
と
て
も
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
今
回
が
ア
メ
リ
カ
で

最
後
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
な
り

ま
し
た
。
何
人
か
の
留
学
生
は
会
う
の

が
最
後
で
し
た
。
当
た
り
前
の
よ
う
に

続
い
て
き
た
こ
と
が
、
次
々
と
終
わ
り

に
近
づ
い
て
き
て
い
ま
す
。委
員
の
方
々

か
ら
は
、
こ
こ
で
何
を
学
ん
で
、
何
を

経
験
し
た
か
、
帰
っ
て
か
ら
ど
う
す
る

か
、
何
を
す
る
か
、
な
ど
た
く
さ
ん
の

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
の
８

ヶ
月
、
９
ヶ
月
間
を
一
緒
に
が
ん
ば
っ

て
き
た
留
学
生
同
士
で
い
ろ
い
ろ
と
話

し
合
う
こ
と
が
で
き
、
思
い
返
す
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。 

留
学
生
の
一
番
つ
ら
い
こ
と
。
そ
れ

は
た
く
さ
ん
の
別
れ
が
あ
る
こ
と
。
し

か
し
こ
の
１
年
で
大
き
く
成
長
で
き
た

あ
な
た
た
ち
な
ら
、
た
く
さ
ん
の
経
験

と
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
と
、
た
く
さ

ん
の
家
族
の
力
で
も
っ
と
も
っ
と
大
き

く
な
れ
る
。
と
委
員
長
さ
ん
は
私
た
ち

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

５
月
10
日
は
母
の
日
で
し
た
。
今
、

私
に
は
日
本
の
母
と
、
ア
メ
リ
カ
の
２

人
の
母
が
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
家
族

が
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
帰
る
場
所
が

あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
に
会
え
た
こ
と

を
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
留
学
生

の
一
番
う
れ
し
い
こ
と
。
そ
れ
は
た
く

さ
ん
の
出
会
い
が
あ
る
こ
と
で
す
。
私

は
こ
こ
に
来
て
、
た
く
さ
ん
の
人
に
出 

                 

会
い
、た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
作
っ
て
、

た
く
さ
ん
の
経
験
を
し
て
、
成
長
す
る

こ
と
が
で
き
て
、
本
当
に
う
れ
し
い
で

す
。 私

の
ア
メ
リ
カ
で
の
学
校
生
活
も
残

り
20
日
ほ
ど
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し 

て
３
ヶ
月
の
長
い
長
い
夏
休
み
に
入
り

ま
す
。
残
り
の
生
活
を
心
残
り
の
な
い

よ
う
に
思
い
っ
き
り
楽
し
ん
で
、
思
い

出
を
、
友
達
を
、
家
族
を
、
も
っ
と
も

っ
と
作
っ
て
、
大
き
く
な
っ
て
帰
り
ま

す
！ 

  

６
月
11
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｋ 

Ｏ
Ｕ
Ｔ 

Ｄ
Ａ
Ｙ 

友
達
を
呼
ぼ
う
例
会 

 

６
月
18
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

例
会
変
更 

同
日 

最
終
夜
間
例
会 

 
 

 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

受
付
18
時
00
分 

例
会
18
時
30
分 

 

６
月
25
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

定
款
規
定
に
よ
り
休
会 

 

７
月
２
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

会
長
・
幹
事
所
見 

会 

長 
 

田
崎 

雅
三
さ
ん 

 

幹 

事 
 

丹
下 

富
博
さ
ん 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

広
報
委
員
会 

 
 

林 
 

順
治 

杉
浦 

令
淑
・
内
藤 

 

明 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 


	「奉仕の理想」

